














要約 家族内性愛の実態と発生要因を探る目的で,父一娘関係は既存資料の 18 例と新たな

事例 5 例を加えた 23 例を検討し,母一息子関係は電話相談の事例 60 例を検討した。その

結果父一娘関係については,

1)貧困で相談者のいない核家庭に発生し易い。

2)父親は性格的に問題が多く,怠惰で酒癖が悪く乱暴であった。

3)母親は Incest を黙認する傾向が強かった。

4)娘は長女が浮く,自尊感情が低く愛情欲求が強かった。娘の非行や妊娠が発見の糸口に

なっていた。父に対して受容的な子もいた。

母一息子関係については父親がいないか存在感の無い家庭で,一人っ子がほとんどであっ

た。相談者は息子がほとんどで,彼らは母との性的接触は良くないことだと考えていた。


